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山行報告書      京都田辺山友会     報告者 : 後藤正道 

山 名  滋賀県・伊吹山（1,377m） 山行名  H29 秋山トレーニング№1 

ルート 
米原市上野・伊吹山登山口（三宮神社）→1合目→3合目→5合目→6合目避難小屋→  

伊吹山山頂→  ピストン→伊吹山登山口（三宮神社） 

山行日    平成 24 年 8 月 31 日（日） 天 候 曇り一時雨のち晴れ 

参加者 

男性：20 名 

女性：12 名 

合計：32 名 

リーダー：後藤正道    サブリーダー：佐坂茂美 

小川弘二、藤原敏幸、坪田 宏、中廣正典、津田憲由、鈴木正範、中田繁男、若林憲治、

隅谷正行、金本好彰、峰岡邦博、上田昌宏、西川栄治、広瀬秀憲、石橋伸一、三宅 武、

高谷芳治（一般）、五十嵐哲雄（一般） 

秋山正子、姫島百合子、徳田幸子、岡本綾子、竹原絹榮、上田秀子、倉光展子、伊藤典

子、上杉郁子、河野典子、玉井美智子、岩見清子（一般） 

【ルート概略図】 

 

伊吹山登山口（三宮神社） 
↓ 

1 合目 
↓ 

3 合目 
↓ 

5 合目 
↓ 

6 合目避難小屋（昼食） 
↓ 

伊吹山山頂 
 
 
 
 

ピストン→伊吹山登山口へ下山 
 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

伊吹山    

登山口 

着  
 

着  

発 9:00 発  

6 合目避   

難小屋 

着 11:30 
 

着 : 

発 12:00 発 : 

山 頂 
着 13:00 

 
着 : 

発 13:40 発 : 

伊吹山    

登山口 

着 15:30 頃 
 

着 : 

発  発 : 

 

着  
 

着 : 

発  発 : 

【山行報告】 

平安バス車庫 6時、松井ケ丘バス停 6時 35分に全員をピックアップし、総勢 32名の参加で、曇り空

の中を米原市上野・三宮神社横の登山口へ 2台の車（マイクロバスと自家用車）での山行となった。 

 三宮神社境内で準備体操後、登山口で入山料（300 円/人）を支払い登山開始。この日は伊吹山マラソ

ンの開催日と重なり、狭い登山道を登山者とランナーとが混合し渋滞を繰返しながらの登山となった。 

 5 合目までは旧スキー場のゲレンデ跡で木立もなく勾配もあまり急ではないが、6 合目からは「ツヅ

ラ折れ」の登山道となる。6 合目避難小屋で昼食のため休息を取ったが、その間だけザーッと雨が降っ

たが食べ終わって登山継続となると晴れてきた。なんという「すてきにハッビー」なことか。 

 9 合目からは緩い登りとなり山頂へと続く、山頂は広い山頂台地となっており眺望は最高であった。 

この伊吹山は高山植物の種類も多くその群生地として特に有名で、お花畑には夕方から咲き始め翌朝

には花が咲き終わる「ゆうすげの花」は関西では伊吹山にしか所在しないものです。 

次回は 5月の連休明けから 8月上旬頃までに、山頂一泊で、お花畑を楽しみに来たいとリベンジを誓

って下山。石橋様より寄稿いただきました「伊吹山の植生」もぜひご拝読して頂きたいと思います。 

ヒヤリハット : ありません。 
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トレーニング登山参加して 

上田 昌宏   

8 月３１日（日）滋賀県、岐阜県の境界に位置する伊吹山

１３７７㎥に登った山麓の上野登山口気温２５度であっ

た。 

総勢３３名のメンバー貸切バスで出発する、多賀サービス

エリアで小休止８時４０分ごろ三宮神社、上野登山口に到

着する 

３グループに分かれ行動確認す、 

登山準備，ストレッチで体をほぐし９時頃いよいよ登山の

開始だ。当日ランニングしながら頂上めざす競技会行なわ

れ、道は混雑し危険をはらんでいた、昼頃雷雨があり６合

目避難小屋に入る、みんな入れないので外の軒先で我慢昼食をとる。 

７合目、８合目順調に通過１３時過ぎ山頂に着く 

沢山の人人で一杯だ写真撮影小休止、１３時５０頃下山始める、９合目付近雨の影響でスリっ

プし易く、パタ、パタ小歩き 

大地に圧力をかけて歩いた、１６時３０分頃登山道入口に着く。延７時間３０分急峻な草原、

ガレバ、岩場、つるつる粘土状 

すり鉢道等、冒険、体験をさせてもらった。有難うこれからの山行に生かしていきたい。   

  

 

 

 

 

 

 


